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ド
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建
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け
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手
数
料
に
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容
規
制

武

田

直

大

第
一
節

問
題
の
所
在



じ
一
枠
制
さ
刊
れ
る
べ
き
な
の
か
一
ま
た
、
ノ
で
の
よ
う
な
条
市
町
は
、
そ
も
r

て
も
不
当
条
市
（
規
制
の
可
象

f
J司令の！一一

我

V
H
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
例
に
ぜ
て
、
署
名
な
山
岡
町
決
裁
判
例
を
岩
了
げ
る
こ
y
が
ご
き
る
ご
ま
ず
、
品
納
主
返
還
品
目
ぷ
詐
訟
に

持
け
る
人
、
子
企
の
川
辺
司
て
あ
る
。
河
川
川
に
上
れ
ば
、

人当
f
舎
は
金
額
い
か
X
4「
じ
出
領
C
あ
る

2
と
他
の
汗
質
を
人
叫
す
る
も
の
と
認
め

り
れ
る
埼
ん
い
を

UTe、
学
生
が
入
」
寸

L
得
る
地
位
、
を
取
得
す
心
た
め
の
対
価

cあ
h

川
、
字
牛
の
一
τ
又
人
れ
い
か
か
る
占
十
九
A
L
J
続
九
寺
内
竺
市

ぷ
充
て
ら
れ
る
も
の
と
与
れ
る
。
そ

L
ピ
そ
の
よ
う
な
入
学
金
に
つ
き
定
め
ら
九
九
J

小
沼
津
特
約
は
、
一
刊
誌
的
な
定
め
に
ヲ
い
さ
ず
、

ま
た
、
人
宇
金
約
お
の
（
だ
め
は
、
対
僻
に
日
対
す
る
｛
疋
の
で
あ

ω
か
ら
、
泊
品
質
持
活
1

町三伏

を
欠
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
c

さ
ラ
な
る
怖
と
し
て
、
居
作
用
建
物
賃
貸
住
契
約
h

お
け
る
時
ん
の
慌
即
時
市
あ
る

2

て
の
一
つ
じ
あ

戸
一
条
前
段
に
該
当
寸
ず
、

同
条
滝
川
内
安
作

る
敷
引
金
に
つ
い
て
、
長
官
裁
は
、

γ
、L
ス～円
h
z
i
h

上戸、

。
争
史
ほ
該
当
刊
号
円
一
疋
し
た
う
え
む
、

同
条
一
ぽ
段
要
件
に
お
い
て
特
約
め
有
効
性
を
一
守
日
L

契
約
締
結

ι際
し
て
を
弘
れ
れ
る
も
の
一
に
は
な
い
が
、
ム
ロ
九
三

E
官
に
川
仇
す
る
限
り
、

ナ
之
引
は
に
つ

L
E
も、

析
か
な

合
事
に
唱
し
て
支
払
わ
れ
と
金
銭
と
し
＼
初
め
に
提
示
し
式
田
川
世
｝
一
知
f
e
r
Q

同
轄
の
対
象
と
な
る
η

そ
の
よ
う
な
更
新
料
に
つ
い
て

一
（
）
条
r

則
九
日
要
件
の
充
己
を
認
め
た
う
、
，
で
、
彼
設
ン
ベ
ル
で
の
白
効
性
詐
怖
を
行
叶
て
い
ム
V

J

F

れ
ら
り
及
判
例

J
U
、
最
μ

司
裁
は

ト一山ベゾベ日、ふ
l
品

L

〈

i

：
l
t

い
ず
九
も
長
終
的
い
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
市
町
が
恒
則
と
二
、
i

畳
一
一
効
と
な
ム
な
い
も
の

J

一
ご
れ
て
い
る
が
、

パ
い
欠
A
F
m
設
に

きる
な嶋

崎

あ
必
ず•.. 

' 

校

的
な
判
断
枠
組
み
に
ぶ
つ
て
説
明
叶
詑
な
も
の
な
の
か

克
1

－
L

同
と
る

本
一
柄
と
は

こ
の
問
題
を
検
討
ヲ
品
川
足
掛
か
’
h

け
と
し
て

ト
f
ツ
に
お
け
る
羽
田
認
の

例
を
ね

f
J当
る

殺
の
同
に
お

U
C
は

っ
て
よ
り
、
金
制
問
機
明
河
内
約
款
ト
お
け
る
千
数
料
条
頃
が
刈
谷
税
制
引
の
対
象
と
な
る
か
が
争
わ
れ
て
き
て
お
り
、
て
の
議
論
が
、
内
科

刊
品
川
内
川
町
撃
に
渇
す
る
開
論
形
成

μ
太
い
に
涜
ヤ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
、
で
、
近
年
、
突
約
料
柏
崎
の

回
約
金
千
数
料
じ

阪
L
4
3
G
判ト
Y

一1
一
て
、
建
染
問
E
F

昔
契
約
に
お
け
る
契
約
締
結
手
決
前
引
の
問
題
が
手
上
し
て
い
る
＝
で
の
議
論
J

ぞ
紹
介
す
る
こ
と
が
、
人
f
絞
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第
二
節

予
備
的
説
明



が
段
以
F
一叫

い村主同史的ザ、
r
h
u
i
期
に
終
，
J

一
九
」
ょ
う
P
ぬ
ら
け
に
も

、z
I
I

r
J
I
L
L
A
劇
ナ
ノ

民
事
部
二
ヘ
ソ

( ) 

年

月
仁
円
れ
決
の

返
還
な
い
し
一
一
問
き
れ
な
い
J
ゅ
の
－
一
三
、
れ
一
し
い
た

後
述
す
る
3

に
お
け
る
条
疋
を
怖
に
y
る
μ
、
次
的
！
こ
お
り
で
あ
る
z

一
一
叩
宣
士
一
貯
蓄
町
、
約
の
地
払
5

t

h

J

＼
注
片
品
貯
蓄
町
3
3

一
パ
、
セ
、
J

ト
の
一
部
九
州
円
治
什
拍
子
敦
uuq

守
っ
き
、
履
行
制
一
円
J

川J

ネ
ォ
る
〉
↓
人
全
三
れ
と
え
払

は
、
い
か
ニ
に
、
主
約
柿
仏
子
数
～
什
い
允
中
ー
さ
れ
P
4

建
知
人
下
ハ
ト
荷
主
抗
日
が
納
式
さ
れ
、
建
バ
セ
昔
話
信
元
対
話
さ
へ
ま
九
は
…
一
一
語
1
蓄
貸
刊
が
人

T
h

請
求
さ
れ
な
か

J

た
馬
会
で
も
、
契
約
緒
け
拍
手
段
料
は
、
略
｝
五
人
」
宮
ま
た
は
J

州刊
m
F
礼
金
J
M
O
H
4
4

述
築
貯
蓄
金
庫
は
、
こ
の
よ
う
な
長
項
に
基
ヅ
き
徴
収
担
れ
た
梨
川
町
締
結
千
数
料
ヰ
一
、
販
売
代
型
ー
占
に
文
弘
、
つ
手
数
料
に
充
て
て
い

が
、
争
ム
…
の
一
つ
と
な
っ
た
。

た
一
で
の
た
め
、
人
火
山
止
の
よ
う
に
、
現
約
締
結

T
数
料
が
、
契
約

t
の
給
付
の
刻
r
川
な
の
力
、
て
れ
ど
も
、

ト
ィ
ツ
約
款
法
に
い
わ
け
る
川
門
存
規
制
の
枠
組
み

販
売
費
用
の
一
討
伐
な
の
か

お
］
の
〕
で
つ
な
認
め
締
結
手
数
料
を
に
め
る
条
広
は
、
品
九
州
川
の
疋
め
〆
一
立
る
余
地
が
あ
る
つ
r

て
の
た
め
、

ぞ
れ
ゆ

P

一
’
、
〕
店
長
民
の
相
半

f
Lヤ
詳
似
す
る
N
U
前
に
、

い
わ
ば
リ
立
一
や
ぃ
、
つ
－
一
手
九
一

ω
市
い
久
三
申
y

h

d

て、

内
的
行
時
一
似
の
河
合
ホ
に
な

ιな
ν
叶
背
任
が
あ
る
一

ヲ伊山、ヂ一万一、

対
削
に
判
述

V
F一
三
末
日
（
い
対
」

j
q規
制
い
か

ツ
約
訟
法
の
構
法
L
し

と
の
よ
、
つ
に
打
わ
れ
ら
カ
い
つ
い
、

そ
も
同
来
同
引
が
内
百
埠
初
の
汁
象
と
な
る
カ
ド
ア
j
、
き
在
問
題
と
な
っ
た

般
的
な
説
日
を
し
て
お
く
必
唆
が
あ
治
川
羽
山
剖
u
tな
る
条
主
は
、

ノ
ツ
民
法
並
（
（
以
τ
、
B
B
G
B
一
と
す
る
。
、

二一

C
七
条
で
あ
る

u
M条
は
、
次
内
y
y
l
i
お
り
凱
ぺ
止
し
て
い
る
川
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B
G
E
一C
J
〕
色
町
内
祥
地
以

小
－
並
H

苅
取
引
約
詠
ド
ド
お
け

L
規
定
は
、
約
款
伸
一
用
若
乃
同
六
的
相
手
方
J

O

J

R

義
誠
主
円
高
て
ユ
市
仁
反
町
二
、
不
作
『
に
小
川
刊
に
以
う
時
ム
下
1u
！日士山古

弘
司
で
的
合
、

A

小
拍
当
な
不
利
立
は
、
そ
の
い
羽
尺
が
問
碍
で
な
い

4
と
ま
れ
は
わ
っ
v
り
や
す
く
な
い
ご
と
hi－－
v

も
l
じ
j
b
d

出
不
利
一
－
な
が
利
＃
日
、
次
の
各
口
τ
に
現
ロ
リ

A
U

ゐ
場
r
d
H

お
い
＼
疑
わ
し
い
と
さ
立
、
平
日
叫
戸
れ
な
汁
れ
ば
な
ろ
な
い
…

ー
背
通
取
引
f
h

－m
iい
お
け
る
規
定
が
、
ぞ
れ
が
舟
脱
ト
ヲ
る
は
搾
仁
の
規
律
的
ム
十
巨
！
？
心
基
一
太
思
想
J
V

合
致

L
な
い
場
む

2

釘
、
む
の
杭
円
か
ら
M
f
i

仁
乙
＋
A
H
U
山
川
ソ
位
一
一
高
話
長
、
契
約

H
的

ω達
成
を
比
池
山
い
〕
1
Gほ
ど
一
一
制
限
J
3
乙
崎
山
門

n
A

本
長
一
司
お
1
u
口
一
項
な
び
L

一
戸
〕
九
条
お
1
u
び
一
六
J

九
条
は
、
芸
品
…
取
引
約
訣
iv
お
け
る
巧

J

古
川
つ
つ
、
そ
れ
に
よ
コ
て
法
巧

J

｛℃そ

逸
脱
し
ま
ん
）
品
ご
れ
を
補
充
す
る
授
は
い
れ
ん
合
託
さ
れ
て
い
る

ιり
に
の
み
通
店

γ
る
一
で
の
能
の
規
定
辻
、
↓
忠
一
丈
と
あ
わ
せ
た
一
首
一

丈
に
よ
り
軒
λ

刈
」
な
り
う
る
ふ

μ

広
文
の
樺
げ
遣
に
よ
れ
は
、

三
琉
に
基
づ
き
内
記
淀
川
刑
の
汁
撃
と
な
る
か
否
か
を
川
附
し
た
う
え
で
、
二
日
明
の
推
定
ル
ー
ル
を
踏
ま
え

ゅ，
ωん

μ
「
門
的
条
正
一
子
三

2
さ
コ
三
ロ

取
に
基
づ
く
相
当
作
審
査
が
行
わ
れ
る
り
給
付
山
仁
J

ヤ
汁
缶
を
定
め
る
条
↑
一
、

h
A
上
ぴ
渋
律
と
同
一
の
内
容
を
規
定

1
る
い
わ

は
、
＝
項

f

入
じ
菩
づ
、
ν
て
規
制
対
象
外
こ
さ
れ
る
｝
も
コ
ど
も
、
仮
じ
士
頃

ず

丈
に
お
い
、
規
制
対
象
外
屯
さ
れ
た
と
午
、
も
、
そ
の
こ
と
は
、
法
明
性
r

来
町
、
の
明
町
柱
、

わ
か
り
や
す
さ
）

の
臣
官
誌
に
基
づ
く
況

日
引
を
排
除
工
会
い

lJ' 

x 

ド
ノ
f
y判
例
が
浮
羽
市

L
K
い
ゐ
j
さ
れ
る
叫
附
科
析
す
凡
心
、
三
の
よ
う
な
条
文
構
主
と
若
異
な
っ
ご
い
る
コ
そ
こ
で

j
l
h
J

つ
レ
い
ヲ
づ
、

,+ ョ、

羽
に
レ
生
っ
く
相
当
川
刊
審
査
が

し
て
い
る
o

H
一
体
的
に
は
、
町
出

段
階
ド
お
い
て

h
J
止一】ベ二、
j

j

つ
L
：
リ
ペ
1
1

t
t
l
；
i
e
i
L
i

－
－
 

ミ
ι
T
5
3

卜
y
p
r
ト。シザよ

＝
叫
に
い
な
ワ
く
埠
判
汁
象
注
審
査
は
、
そ
の
第
段
ヘ
ん
と
一
体
化

同叩

1
7初
出
「
ソ
セ
バ
の

「
ア
h

利日八印

が
リ
存
p
仕
す
る
か
が
カ
が
帯
十
山
川
戸
れ
、
州
市

向
当
事
者
の
利
裕
街
同
夏
い
よ
り
、
確
定
ぷ
九
た
「
ぷ
利
ぷ
が
十
九
相
当
な
も
の
ご
あ
る
か
丸
山
か
が
以
寸
内
れ
る
ο

一L
こ
亡
、
第

i

－一、

し
－
－段

階
の
存
企
は
、

法
的
某
準
ト
基
づ

L
亡、

す
な
わ
九
、

ど
汁
設
条
項
が
な
か
う
た
場
九
の
法
律
山
路
ー
と
の
比
較

v
お
い
て
行
わ
れ
る
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｝

J
h
f
が
っ
と
、
こ
の
脊
有
一
は
、

h
h土
頃
が
法
相
就
定
L
Y
逸
脱
ま
た
は
補
完
寸
る
も
の
で
あ
る
か
こ
い
う
一
足
え
に
基
つ
；
規
制
討
急
性
祥

一、ー、

注【
1
ご

ほ
と
ん
レ
一
一
致
す
る

F

～
と
に
な
る

給
付
や
対
悩
に
関
連
す
る
条
デ
止
が
規
制
対
象
に
な
ら
な
い
ご
い
う
ご
ヒ
も
、

一一のい弘田町一川村

町
九
一
の
事
去
に
J
H

い
て
、
法
的
基
準
デ
F
F
U

右
L
右
い
と
い
う

P

と
を
意
味
す
心

こ
の
よ
う
な
判
判
枠
組
み
の
も
と
、
社
価
調
述
条
項
の
規
制
汁
象
祉
に
つ
い
て
、
川
汁
例
は
、
在
按
的
な
何
山
山
口
定
市
完
M
S
F
R目。一

｜
｜
』
依
箔
、
＋
要
人
』
ι
E

と
も
呼
ば
れ
る
ー
ー
と
蔽
鳩
山
防
ム
r
巨

（

Tzz一E
h
r
E一三

の
区
別
会
主
採
用

し
て
い
る
コ
ポ
者
は
、
出
終
的
い
対
僻
の
誼
煩
と
範
明
一
一
を
規
定
す
る
b
h
f
u
で
あ
り
、
提
川
対
象
に
入
切
ら
な
い
と
さ
れ
／
令
一
れ
に
刈
L

て
、
品
問
V

台は、

笥
袷
の
改
訂
や
引
げ
を
f

止
め
る
条
項
、

日
叫
制
対
象
γ一

お
い
九
び
同
提
的
に

Fa北
川
じ
リ
響
オ
／
る
ぞ
の
他
の
条
項
と
さ
れ
、

み
よ
司
も
の
と
さ
れ
る

久
本
節
、
カ
無
効
な
い
立
ォ
同
法
規
正
一
が
当
誌
条
項
同
代
わ
り
、
）
る
か
、

向
青
山
同
引
に
お
い
て
決
定
的
な
の
仏
、

の
喜
味
で
内
科
一
同
制
が
問
題
在
J

、
可
能

rあ
る
か
十
わ
円
か
で
あ
る

D

し
た
が
～
一
て
、
法
体
！
の
託
詩
的
版
行
一
ぐ
抗
政
使
岡
市
ぃ
色
村
身
の
私
話

の
な
め
の
活
動
に
つ
い
て
対
F

川
を
要
求
す
る
条
一
む
は
規
制
対
象
と
な
る
が
、

法
律
j
の
刻
一
定
の
方
し
な
い
特
別
企
給
付
に
つ
い
主
的
対

制
手
刊
別
件
仲
寸
？
の
条
以
は
、

価
格
付
師
介
意
に
含
ま
凡
な
つ
か
ど
エ
＼

日
同
人
仙
川
じ
作
品
ム
ヘ
ノ
く
た
付
に
3

、v
て
の
対
側
で
止
る
か
台
か
が
A
人

史
的
一
ぷ
意
味
を
点
、
一
つ
の
で
、
約
款
旬
以
ノ
〈
は
給
付
概
念
を
’

Hmに
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ご
与
ら
に
、
こ
の
そ
っ
士
制
格
付
間
九
円
思

J

ぱ
一
ば
不
問
閣
と
な
も
の
と
評
価
主
れ
る
こ
と
に

2
る｝

は
、
科
音
法
に
ム
ロ
レ
札
L
4
い
の
で
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
河
阿
科
畑
地
み
に
対
し
て
は
、

一
一
一
羽
に
独
白
の
帝
裁
が
見
出
さ
れ
ず
、
規
制
対
象
と
な
ら
争
い
組
成
r
M
J

出
め
に
出
’
疋
さ
れ
カ
ね
な
い

F

～
と
か
ら
、
，
T
説
ト
L

批
斗
日
叫
ん
向
け
り
九
一
：J

メ
LJ一

セ
れ
わ
の
山
寸
部
川
は

内
科
規
州
叫
が
市
場
メ
力
二
ス
ム
の

機
能
ん
ふ
工
を
祐
ち
す
る
も
の

7
あ
る
と
の
切
皮
叫
川
柳
川
の
も
と
、
当
該
条
叫
が
市
場
抗
日
予
ぷ
持
与
し
て
い
る
か
再
か
仁
よ
ヲ
て
規
制
対
拍
車

件
ハ
を

l
訴
す
7
h
w

点
に
、

三
羽
独
向
山
k
E
一
九
九
也
認
め
よ
？
と
し
て
い
る

1
6
：、

判
i

伴内

k

日
川
匂
ど
給
付
の
対
応
伐
告
を
問
題
い
一
ヂ
ミ
と
い
う

l
」

γ
お
い
て
、

巾
」
」
パ
条
項
の
契
約
上
の
判
貨
を
吟
臥
す
る
も
の
戸
じ
め
り
、

ア

〈一
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第
一
節

契
約
締
結
手
数
料
の
規
制
対
象
性



う
な
ト
ム
ョ
怖
の
出
口
状
が
法
規
戸
一
Jγ
恐
悦
す
る
も
の
で
あ
る
か
再
し
か
へ
J

争
わ
れ
と

J

j

J
、
ふ
1
4

、

J

J

1

h

 

「
顧
客
に
討
す
る
役
務
で
な
い
労
務
に
対
三
、
川
北
引
を
誌
に
す
ゐ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
」

い
う
原
則
に
去
っ
一
主
、

締
結
千
数
料
の
徴
収
を
、
約
款
d
い
ト
、
持
さ
れ
な
い
ム
の
と

L
た

J

／
て
の
狸
出
と
上
て
、

捕
容
に
対
す
る
役
務
で
は
な
い
と
し
た
。

契
約
桁
結
そ
れ
山
休
お
よ
び
き
れ
に
伴
う
口

車
開
設
は
、

二
の
見
解
に
対
し
て
は
、

hv抗
怜
刷
お
の
認
約
締
結
臼
由
と
の
比
較
じ
お
い
て

同
究
約
時
川
結
子
数
料
の
叫
間
以
は
法
規
正
を
迅
説

L
な

い
、
と
の
批
判
が
し
弘
問
主
九
た
。
す
な
わ
ち

役
務
そ
の
他
の
給
付
で
は
な
い
が

契
約
当
事
粁
の
意
思

H
山
内
只
体

契
約
締
結
は

化
で
あ
る
こ
ん
工
て
の
法
、
体
は
、
，
h
ふ
り
の
契
約
締
結

4

一J
E
R
「f
人
場
北

の
支
払
h

係
h

つ
1
－
め
て
よ
い

こ
の

J
，
つ
な
顎
約
締
結
白
出

ー
と
の
対
比
に
お
い
て
、

p
y
約
締
結
千
数
叫
悼
の
徴
収
は
、

土
4
m
L戸
」

h

刊
人
約
締
結
が
給
付
で

4
い
叶
叫
定
を
逸
机
」
4

ノ
u
h
の
で
ほ
な
い
と
さ
れ
れ
ん

九
日
い
と
の
議
論
は
、
何
人
約
！
円
基
づ
く
給
付
の
対
日
か
法
津
！
の
義
務
山
内
股
行
の
対
灼
か
と
い
う
契
坑
内
↑
村
山
分
析
枠
組
み
を
、
契
約
柿

結
そ
れ
ド
仕
刊
に
心
当
て
は
め
よ
う
と
づ
る
占
で
、

問
題
が
あ
る
と
さ
れ
た

V
J

了
山
況
に
お
い
て
r

｝
の
礼
J
H
け
を
！
主
張
し
た
玲
告
は
、

可舟‘
巳ふ

ヱ,,, 

子生

1
1豆、

d

さ
ら
に
刊
は
込
す
る
市
場
悶
述
ア
プ
口

J

さ
Jλ
持
ー
手
、

γ
。

’r工ゾ
U
淀

4

〈

i

ノ
ベ
は
、
前
誌
の
一
で
つ
に
有
効
説
へ

a

一
改
読
し
h

h

J

、
ち
の
J
品
削
船
ド
い
禁
一
周
し
主
も
の
で
は
な
ー
か
ツ
た

／
、
へ
は

己
l
j
一

ま
よ
i

次
の

F

～
と
を
抱
払
川
1

に〕

L43
な
わ
九
、
ち
の
は
前
に

σ
る
こ
、
あ
ら
ゆ
る
知
人
約
い
お
二
L

一l
分
な
法
則
市
rJケ
有

す

る

以

り

嬰

約
締
結
的
対
怖
を
徴
収
す
る
？
、
ι

と

め
ら
れ
る
こ
と
い
な
る
う

／ごし一円、十

d

J

J

一

4

使
用
賃
貸
借
契
約
十
余
銭
－
消
費
貸
情
契
約
に
お
い
て

問
問
に
ぬ
じ

c
Lカ
持
ら
れ
な
い
臼
科
や
利
品
に
代
え
て

期
間
に
左
右
さ
れ
右
い
出
荷
の
回
的
利
t
L
V
H
川
る
三
と
が

ωふ
配
と
な
っ

ピ
L
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
半
控
骨
長
け
る
仁
は

明
ベ
約
論
結
力
吋
低
と
い
う
名
目

Y

給
付
に
対
！
め
し
て
い
な
い
対
酬
の
彼
収
を
認
め

る
べ
き

C
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
〉
な
思
考
じ
！
υ一
つ
止
と
し
て
も

没
後
巧
日
百
別
人
約
い
お
け
る
認
ん
ね
怜
結
手
数
料
い
つ
い
て
は

当
日
目
安
rれ
に
い
体
切
入
一
し
て
の
意
味
合
い
が
認
め
ペ
れ
る
こ
と
か
コ
絞
述
の
対
J

性
肯
定
説
に
し
と
が
レ
、
建
築
貯
蓄
い
体
へ
の

主主
勾
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受
入
れ
の
対
価
あ
る
い
は
貸
付
オ
プ
「
J

1

J

の
だ
価
f
f
〕て、

内
容
対
制
を
免
れ
る
f

フ
“ 

契
約
に
い
丞
っ
く
給
J

H

の
汁
削
と

L
K
の
wu質
日
記

契
約
唱
法
ア
プ
ロ
ー
チ
い
基
っ
く
糸
一
の
珂
泡
と
し
て
、

契
約
締
結

T
数
料
を
契
約
に
基
づ
く
給
刊
の
対
仙
と

L
P
一
付
置
づ
け
る
こ

と
が
さ
き
る
か
い
T
論
じ
ら
れ
た
。
こ
う
f

尚
北
酬
は
‘
建
築
貯
部
契
約
そ
の
も
の
の
怒
川
府
J
ち
諸
山
町
下
る
（

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

対
何
性
小
U
定
説

契
約
締
結

7
数
却
の
対
仙
牲
を
r
h
h
E
す
る
は
前
い
は
、
次
の
よ
う
な
契
約
前
釈
h

依
拠
オ
る
も
の
が
あ
る
ず
す
な
わ
ち
、
建
築
貯
u
y
日

契
約
十
円

貯
蓄
段
階
に
お
灯
る
汚
会
U
需
給
と
貸
付
段
階
！
い
お
け
る
金
銭
向
性
一
皆
川
倍
契
K
村
山

つ
の
れ
ん
約
か
ら
悦
成
き
れ
て
い
る
と
の
前

町
、
で
ー
の
る
。

ょ
の
よ
う
な
解
釈
！
円
よ
る
止
、
建
法
貯
苔
契
約
に
お
げ
る
主
更
な
給
付
の
対
応
関
係
は
、
預
ふ
す
の
提
供
と
預
金
利
良
、
日
苛

付
金
の
提
供
ど
管
付
利
店
内

対
じ
d
もU
T
U
Y

一
」
れ
る
ー
他
ち
で
、
現
約
祈
託
子
数
M
判
じ
っ
、
こ
は
、
、
一
れ
に
対
一
オ
ノ
ハ
ふ
ザ
刊
を
説
会
何
者
勾

じ
見
出
す
一
一
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
貸
付
オ
ブ
～
ン
ョ
ン
を
行
持
ー
す
る
か
れ
L
か
は
球
人
そ
の
目
白
ご
あ
り
、
仮
に
71
「
ン
サ
〆
が
行
使
さ

計
な
い
場
合
に
も
利
じ
も
を
え
払
わ
な
け
れ
ば
な
p
つ
な

1
f子
、
つ
の
は
不
合
問
つ
で
あ
る
か
り
、
未
戸
或

γ↓

L
て
い

2
U
金
銭
消
費
貸
仙
に

持
け
る
利
向
一
と
み
な
す
ご
と
も
で
え
な
川
、
と
U
A
ふれ

,z; 

対
依
咋
！
肯
定
説

二
九
に
対
し
て
、
突
約
締
結
子
数
料
の
刈
値
付
い
を
H
円｛
T
！す
y
h
w
社
倒
的
多
数
内
見
解
は
、
結
築
貯
菩
契
約
が
ふ
f

体
、
と
し
て
悟
内
市
契
約

〔

G
J

で
あ
る
こ
ど
を
諸
指
と
す
る
c

寸
切
な
わ
ち
、
建
U4日
h
b
m
契
約
は
、
切
！
人
苔
が
、
司
令
と
引
き
税

λ
に
、
所
広
の
仏
軍
配
引
ご
の
貸
付
υ
リ
ゲ
一
絞
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U
請
求
す
る

F

」1
0

一Uが
で
去
る
オ
フ
ン
ヨ
／
を
円
以
ア
待
rrω
、

相
酬
の
卸
賢
人
約
と
あ
る
－
一
m
w
j千
万
を
／
一
る

」
訂
正
一
っ
と
込
山
川
に
よ
る
－
一
、
｝
否

7

へ帝利

E
十
貸
付
九
，
の
限
付
い
と
け
を
民
炊
事
九
町
芸
公
庫
に
？
φ
給
付
と
誌
、
λ
る

1

乙
一
安
は
な
く
2
る｝

も
っ
と
ら
、
法
法
貯
蓄
史
れ
を
主
体
〉
一
し
て
一
法
の
羽
ん
約
と
刻
、
え
た
と
き
、
明
ん
約
締
結

F
数
料
に
対
抗
す

一ャい戸ん巾山、
1

－

ー’
d
h
f

ャ
フ
ミ
伊
、
十
団

J
／

Z
L
J
L
－

1
4
 

設
設
の
見
解
が
主
張
さ
れ
た
υ

時
前
に
、
建
支
貯
蓄
印
体
へ
の
L

山
人
や
‘

Z

れ
に
付
う
貸
付
ナ
f

ブ
、
ン
ヰ
ン
の
依
然
ド
巨
一
山
下
見
川

m
cあ
る
υ

史
約
前
結
千
数
料
は
、

ま
た
、
皆
目
7

ブ
シ
ョ
ン
に
ー
っ
て
実
現
さ

れ
る
貸
付
金
利
保
証
平
財
淳
司
而
の
烹
た
牲
を
も
r

一
ヘ
反
対
給
付
と
す
と
見
解
も
あ
る

低
い
預
金
人
布
川

利
息
乃

都
抜
一
葉
一
一
と
と
も
に
、
三
九

h
の
給
付
の
刈
価
と
さ
九

前

に
、
紗
涜
的
な
社
規
顧
客
の
発
得
日
ょ
っ

J

建
築
日
昔
、
ン
ス
一
ワ
ム
を
機
能
支
庁
る
こ
と
が
、

恥
開
札
刊
に
対
す
る
給
付
む
あ
る
、
ト
Y

一

の
見
解
も
主
張
て
｝
れ
と

加
人
者
が
寄
付
を
一
交
付
る
に
は

新
規
契
約

｝
」
ん
な
旦
一
の
税
金
的
確
保
が
必
要
な
の
で

そ
れ
！
ト
よ
る
し
仁

の
昨
保
に
一
守
的
心
建
i
h
貯
高
金
庫
の
義
政
聞
は
、
人
デ
て
の
悩
別
加
入
告
の
利
益
に
資
す
ふ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
れ
九
円
刊
に
当
と
る
｝

一川ノ
V
え
そ
ム
寸
ハ
ノ
」
E

I
’
ま

L
f
1
2
1
4
0
R
1
L
i
r－

 

継
続
的
な
敗
士
冗
言
動
が

2
要
一
二
あ
れ

そ
の
守
一
日
に
j
F
M
F

～
ふ
た
め
の
良
心
p

ふ
ん
均
給
詰
l
際
ー
手
、
得
士
汁
札

ば
な
ら
な
い
こ
に
ー
に
J

う
て
、
震
零
に
と
っ
て
も
、
突
約
締
結
子
数
料
は
、
祈
規
摂
約
獲
得
努
l
J
説
務
的
γ
J仙
と
し
ご
の
苦
味
を
有
す

も
う
と
も
、
F

～
の
国
弘
前
に
討

L
て
は
、
誌
等
貯
蕗
J

ス
ァ
ム
の
様
花
I

J

「
L

い
る
F

」
ど
は
、
加
入
ザ
ハ
の
れ
丘
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
均
一
契
約
前
結
の
一
七
為
基
伐
亡
あ
り
、
ヂ
れ
を
給
付
概
念
に
込
来
F
F
T
）
と
は
洞
楽
で
あ
る
、
ど
の
批
司
も
提
起
さ
れ
九
に

る
レ社取一一一に

こ
れ
ま
で
述
べ
に
き
た
い
す
れ
か
の
対
価
と
し
て
の
付
置
付
け
と
北
ん

あ
る
い
は
、

也
引
い
対
十
心
す
る
給
付
を
」
汁
｛
疋

す
る
こ

2
な
L
N

契
約
締
結

F
数
料
も
ま
と
‘
市
金
利
息
れ

：

〉

（

｝

t

前日

IAythM
と
庁
内
花

部
放
町
4
b

貸
ー
お
利
息
と
と
も
に
、
へ
主
体
蔽
一
析
の

摘
が
、
守
れ
た
り
没
者
の
論
ヰ
引
は

世
叫
に
刈
－
b
す
る
給
付
が
特
定
き
れ
な
け
れ
ゴ
給
v
お
な
さ
汁
僚
と
し
て
規
切
対
象
と

L
、十小桁ム「しど一

一卦
y

川
す
る
刊
判
枠
組
み
に
刻
し
て

宇
な
し
い
ら
、
め
る
行
格
帯
以
前
広
車
市
市
給
付
な
さ
対
句
戸
じ
め
る

せ一川
U
先
取
の
危
険
制
い
？
な
指
摘
す
る
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こ
＼
つ
た
め
に
は
、

当
該
要
素
が
十
え
る
給
付
の
？
？
仰
で
は
な
い
c
d
h
o
け
V
ば
h
d
h
り
と
い
子
、

口
駅
時
九
一
州
法
で

v
V
な

そ
の
准
論
は
、

,;, 

'" と
rノ3

.¥'!. 
d日必な

お

こ
の
一
で
つ
な
十
張
の
背
早
に
は
、

次
に
込
べ
る
よ
う
に
川
格
分
説
は
山
山
で

い
と
寸
2
7
Q

改
明
性
の
ん
で
請
に
反
し
な
い
限
的
、

ま

回
川
町
な
吋
仙
を
設
’
疋

γ
る
？
｝
し
に
い
問
題
は
な
い
と

約
続
的
契
約
に
お
い
て
問
問
い
比
例
し
ι
J
い一

存
在
J
1
ノる

n

対
イ
能
性
肯
定
説
に
お
い
て
は
、
契
約
締
結
子
数
料
と
利
息
守
分
け
る
こ
と
〈
、
霞
訟
の
汁
部
を
設
t

屯
一
号
る
こ
と
が
許
可
C

れ
る
が
が
河
川

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~i；•！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

越
と
な
る
口
こ
の
点
、
包
話
的
な
附
柊
｛
を
設
定
す
る
か
価
格
を
分
説
す
る
い
は
、
ー
↓
＃
者
の

P
H
m
し
を
ね
ら
九
ど
お
り
、
僻
山
怪
八
刀
説
を

規
制
す
る
法
的
柴
山
何
十
日
市
J

日
ト
し
な
い
戸
）
ど
が
指
摘
さ

日
ι一L
2
1弘
、

ち
一
／

h

バ
ー
や
デ

f
I
7
が
！
人
時
相
ー
ミ
i

リ
ン
古
代
を
同
一
に
オ
と
の
1
Y

一

同
様
い
建
築
此
！
日
去
文
庫
は
利
自
と
摂
約
締
結

T
数
料
を
八
ん
付
て
も
よ
L

当
以
給
付
の
対
旬
以
伐
に
よ
た
る
悩
給
い
絹
？
？
込
ま
れ
て

い
る
と
の
山
知
廷
に
の
み
基
づ
く
け
れ
字
削
制
は
、

計
一
凡
さ
れ
な
い
門
格
税
制
に
侃
若
す
ふ
と
さ

’1 

販
売
費
μ
ん
ど
ー
そ
の
が
れ
白
山
川
疋

た
叫
川
性
併
に
説
V
Aい
は
、
契
約
締
結
手
数
料
に
対
応
す
る
給
付
が
存
在

L
な
い
と
の
＋
技
に
く
わ
え
、
手
数
料
／
「
ぶ
、
代
理
山
に
流

計
て
い
る
と
に
か
ち
、
給
付
の
対
側
ど
い
、
7
よ
ρ
j
o
、
球
目
苓
貯
J
4？
？
主
再
が
仁
川
＋
沢
口
七
J

す
べ
き
販
売
費
ト
U

の
し
む
践
で
あ
る
と

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
下
張
に
刈
し
て
は
、
徴
収

L
た

3
数
料
の
羽
読
は
、
辻
付
本
町
蓄
〈
悼
の
内
部
的
な
問
題
で
あ
り
も
点
火

約
締
結

7vm同
科
の
法
均
陀
m
H
を
J
千
し
す
る
も
の

C
は
な
い
、
ー
と
の
批
判
が
均
け
ら
れ

p
u
例
よ
ハ
ば
、
法
律
行
為
の
性
質
決
定
は
唯
一
法

秩
序
の
務
め

E
あ
り
、
的
似
し
た
汁
停
の
怜
同
日
持
や
＃
素
直
の
7

一
日
世
界
と
い
っ
た
は
什
営
学
的
与
取
は
、
法
ub
性
用
じ
削
船
団
設
を
与
え
な
い
、

と
す
る
見
解
「
あ
る
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市
山
財
閥
I
江
7

ブ
ロ
？
チ

市
場
仲
間
争
へ
の
関
与

市
場
関
連
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
論
者
小
ら
は
、
明
ん
約
締
結
千
数
料
が
で
域
的
凶
下
に
司
与
し
て
い

y
T
一
と
を
埋
由
に
、
組
制
対
象

に
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
が
ヱ
張
さ
れ

そ
の
際
に
、
「

γ均
約
煎
客

ur当
該
条
む
を
認
u
h
M
L
、
巧
人
約
給
川
和
斗
川
に
組
み
入
れ
に
い

る
か
コ
そ
の
ね
果
‘
山
」
該
粂
向
f

が
市
場
競
争
に
関
与
し
て
い
る
か
一
と
い
っ
一
九
人
一
ア
ス
ー
が
用
い
ら
れ
る

ま
だ
、
三
円
上
、
つ
な
一
ア
ス

i

じ
よ
っ
て
条
羽
の
井
競
訓
対
象
位
が
背
ー
ヤ
三
一
れ
る
応
援
と
し
て
、
当
該
条
む
の
道
羽
性
が
要
求
さ
九
る
が
‘
一
蕊
明
性
の
要
請
に
判
明
す
る

議
論
は
ほ
述
オ
ア
匂

ち
の
よ
う
な
↑
ご
八
九
の
も
と
、
契
約
締
枯
子
設
川
口
は
、
次
の
よ
つ
な
在
出
か
ら
、
淀
制
対
象
に
会
＆
つ
な
い
も
の
と
荒
れ
る
す
な
わ

九
、
典
型
的
に
注
法
貯
蓄
児
約
！
ト
士
田
市
し
た
私
的
顧
苓
は
、

般
的
！
一
、
第
一
次
的
な
金
続
的
利
低
お
よ
び
負
判
！
1

一
に
主
化
町
一
打
る

そ
の
潔
に
、

約
拡
お
よ
び
中
一
人
「
書
式
に
お
い
て
叫
拡
！
円
強
調
さ
れ
と
契
約
締
結
子
校
一
は
は
、

重
要
か
っ
即
時
に
有
効
に
な
る
コ

λ
k
で

レ
れ
リ

J

d
！
句

2

リパ品川
13包
装
貯
川
氏
希
望
必
の
7
4

ス
ト
コ
則
。
胃
じ
組
み
－
入
れ
九
日
る
ー

ま
七
、
交
効
年
目
判
（
り
計
誌
に
相
み
？
へ
れ
ら
れ
r
、
J

る
告
で

も
、
顧
客
山
山
川
日
出
晴
は
恥
し
く
一
、
あ
る
こ

決
的
規
制
叫
が

J

止
要
な
の
は
、

顧
客
が
契
均
揃

顧
客
が
散
没
ん
な
山
川
待
し
か
有

ζ
d
い
給
付
約
束
や
、

給
料
断
の
時
ハ
ド
で
高
ぶ
す
づ
き
～
と
ヰ
下
疋
一
て
い
な

ν
給
付
に
つ
い
、
の
対
価
規
定
に
限
に

u
rる
が
、

建
v
J
貯
品
目
U

ノ
約
に
お
け
る
契
勾

締
結
千
数
料
は
、
そ
の
よ
、
つ
在
事
例
亡
は
な
い
付
ま
た
、
手
以
科
親
子
υ
u
b
r
あ
る
こ
と
を
叫
に

L
F
5、
建
築
貯
萄
契
約
と
い
う
尚

与
は
、
他
内
全
敵
、
山
市
と
の
読
F

羽
？
に
略
さ
れ
て
い
る
υ

こ
れ
い
り
の
こ
ど
カ
ら
、
契
約
伶
結
J
数
料
は
、
市
場
競
争
い
羽
ヲ

L
C
い
る
と

さ
れ
る
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ク

担
約
制
述
7

ブ
ロ
？
チ
ζ

の
関
係

市
場
開
法
ア
ブ
口
ィ
ご
ケ
二
人
持

1
る
持
者
の
出
で
も
、
契
約
関
連
マ
ブ
ロ
十
こ
の
川
附
係
を
ど
う
た
え
る
か
に
つ
い
て
複
数
的
見

併
が
見
出
さ
れ
rJ

ん
と
汁
他
地
神
い
ど
け
U
J
恒
出
判
明
に
服
ぐ
一
一
な
い
と
い
う
い
作
権
Jγ
一
主
張
し
う
る
と
の
辺
市
山

t
、
市
場
機
能
ァ
ス
ト
の
F
U
L

殺
と
し
二
、
認

約
締
結
下
絞
科
ぃ
M
d

対
舵
件
を
右
し
て
い
る
か
を
判
析
す
る
必
要
ぃ
ア
あ
る

と
の
い
ん
鮮
が
、
一

ι附
さ
れ
た
n

こ
の
見
解
仁
」
れ
、
1
、
契
約
現

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

連
ァ
J

一1
日

l
チ
し
仁
川
様
に
対
似
性
内
論
証
が
河
沼
と
な
ゐ
じ
か
、
論
昌
は

明
～
約
紛
結
手
以
料
い
つ
い
て
は

建
築
貯
品
団
体
へ
の
い
U

入

や
貸
付
オ
プ
シ
ョ
ン
坪
J

に
刻
日

L
亡
お
り
ま
た
、
九
十
件
対
何
の
一
部
1
Jナ
、
れ
之
こ
と
か
ハ
対
日
引
が
円
’
た
さ
れ
る
と
オ
ミ

他

UT＼
契
約
問
ム
況
ア
プ
ロ
ー
チ
チ
一
拙
ー
一
ー
す
る
も
の
と
し
て
市
場
関
連
ア
ブ
口
l
d
J

を
伶
置
付
け
る
こ
と
も
考

iv
れ
る
何
ス
ば
、

契
約
の
客
間
的
な
橿
刊
誌
だ
り
に
上
る
し
し
、
汁
句
作
の
ム
叫
年
骨
一
義
的
！
一
確
定
4
3

ノu
p
t
f

か
昨
阿
部
な
場
台
が
あ
る
干
と
を
指
摘
し
、
そ
の

J
う
念
場
合
に
お
け
る
見
制
汁
象
性
の
叫
阿
基
準
と

L
て
、
市
場
機
能
ア
ス
人
が
独
亡
一
の
さ
味
を
元
町
骨
宇
る
と
の
凡
併
で
あ
る
の
こ
の

でペ
J

い
ド
与
え
れ
ゴ
、
何
人
約
締
結
手
段
判
の
法
的
ザ
質
浄
厳
需
ト
乞
う
え
ず
と
も
‘
非
規
制
対
象
住
を
汚
｛
巴
L
待
ソ
ゼ
L

と
に
な
る
ー

官一包日｛
d

官
庁
の
前
町
に
一
す
匂
川
門
前
什
規
制
の
排
除

建
築
貯
益
約
設
が
政
督
R
リ
い
J

っ
て
司
む
〈
一
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
辺
出
に

規
制
片
手

d

注
に
関
し
て
は

h
y
宇
ヨ
古
川
リ
ヘ

t
r
Lじ
主

戸

r

J
ノ

」

ん

1
1九
円

引

ぴ

げ

自

！

J
H

へ
す
さ
れ
る
か
む
か
も

苅
題
と
さ
れ
よ
。

般
的
な
見
町
に
よ
ハ
ゴ
、

監ム
R
f
L
け
仁
よ
る
事
前
の
一
汗
引
は
‘
約
款
の
私
均
内
治
的
な
妥
升
机
処
じ
い
ザ
山
守
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
寸
評
規
制
か
ら
の
か
L
Eを
認
め
た
れ
、
羽
山
中
」
円
一
＃
kr
の
結
論
を
先
取
り
し
た
り
ず
る
も
の
と
す
も
な

、
〆
ル
、

J
一、

L
Z
－J

A
d
－－
J
匂
｝
明
j
e
h
b

寸
よ
れ
じ
ド

ハ
川
匂
内
仙
川
叶
占
品

1
1
1
1
1
h
 

法
秩
民
d

の
続

の
た
め
に
一
’
ピ
バ
一
よ
る
監
督
お
よ
び
計
可
い

契
約
心
事
者
向
の
法
津
関
係
の
終
日
同
的
か
っ
拘
米
！
一

阪よ法学162 u +:no) 801 i:三り12.11' 



第
二
節

契
約
締
結
手
数
料
の
相
当
性



j常

に
、
契
初
給
粒
子
数
料
ρ

利
自
に
価
格
が
ペ
刀
制
刑
さ
れ
て
い
る
こ
ノ
に
よ
っ
て
、

市
場
進
明
判
い
が
半
「
さ
れ
し
い
る
ノ
士
張
さ
れ
た

す
な
わ
ち
、
価
格
が
分
割
さ
れ
る
こ
、

一
軒
客
は
、
知
人
約
か
ら
比
と
る
全
体
コ
ス
ト
キ
見
通
す
一
と
が
悶
雑
で
あ
り
、
他
の
金
叫
布
u
m
t

日
較
す
る
一
｝
h
t
T
て
き
な
く
ん
せ
ん
》

J

世
に
、
契
約
締
結
千
円
以
科
を
利
息
に
組
み
込
む
な
」
り
ば
、
池
内
全
恥
間
的
品
と
の
日
較
が
注
進
さ
れ
、

辻
叶
川
市
貯
蓄
契
引
と
い
一
伯
y

一
叩
は
、
市
埼
競
争
い
お
い
に
よ
り
現
実
的
な
品
却
を
有
す
る
よ
う
い
な
る
、
と
さ
れ

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

つ
】

浩一円入心打疋
1

吊

こ
れ
に
吋
し
て
、

一
込
町
刊
の
E
7
4
間
違
反
を
否
定
ヂ
る
見
解
は
、

次
の

E
う
な
論
拠
ヰ
一
一
学
げ
て
？
ヴ
《

仲
間
に

？
市
ヘ
車
H
1ん
に
お
げ
る
記
載
に
お
い
て
、
契
約
締
結
千
数
料
の
徴
収
お

tmv
て
の
金
額
、
か
問
符
で
ー
め
と
と
の
論
拠
で

｝

J

っ

4
d
ヲ
手
伝

こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
て

開
閉
常
は
契
約
締
結

ιよ
り
、

か
っ
、
伎
に
貸
付
オ
プ
ン
コ
ン
を
行
昨
い
す
る
か
否
か
に
か
か
ね
り
な

小 〈

経｝リt
；，宝定
民I (/) 

不契
ギj jヲ
益約
！土結
日lj 千
倍数
ii'.. ¥if 
むを
れ支

tJ、

る •ii 義
｝務

長
1 

レ

品三

開
会
♂
か
に
さ
れ
て
iv
る
で
う
で
め
る
以
上
、
顧
客
の
権
利
誘
務
幻

契
約
締
託
手
数
料
の

や
法
的
作
K
H
じ
っ
H

て
は

従
と
の

L

一L
J
J

ご
、

L
1
i
1｝

V
 

判
例
じ
基
幹
コ

zv什
じ
だ
す
る
惜
郭
旧
阿
世
山
を
安
1

〕
な
い

J

互
に
れ

件主ず
メ J

に
、
＋
一
店
側
透
明
日
壮
い
の
÷
肢
に
ド
尚
三
、
は
、

ん
人
の
で
つ
な
杭
料
品
向
け
九
れ
た
2

ま
ず
、
単
一
の
価
怖
が
複
数
の
制
格
戸
小
川
り
も
高

い
透
明
注
を
有
ナ
る
と
し
て
も
、
平
一
の
価
格
一
か
存
さ
れ
な
u
k
J
3
7匂
法
規
｛
買
は
存
r
仕
付
一
一
？
、
く
わ
え
仁
、
守
効
利
部
J
Z
表
不
一
9
p
d

手
一
と
に
上
つ
ケ
に
ら
、
透
引
叫
ー
や
昨
「
山
止
す
る
こ
と
が
で
主
ム
旬
、
し
し
の
批
川
ー
で
あ
る

ぢ
り
に
、
約
款
法
に
お
け
れ
川
浩
司
川
中
山
η
要
請
は
、
中
」

該
契
約
に
お
け
る
権
利
義
務
や
経
済
的
パ
訓
刊
誌
の
り
碓
什
い
や
わ
か
り
や
す
き
の
確
保
有
結
え
て
他
の
商
品
と
の
比
較
3
d
能
性
し
乙
い
う

意
味
じ
の
よ
市
旭
川
選
川
叶
ー
の
惟
保
を
に
け
的
し
と
し
て
い
な
い
、
と
の
批
判
も

F

一
け
ら
九

常
ど
こ
に
、

史
的
締
柏
手
数
料
は

掠
め
に
同
開
宮
ー
ド
有
れ
な
r
J
柏

で
は
な
い
と
の
告
漏
出
世
C
Fの
る
つ
論
ιパ
に
主
れ
ば
、

山
限
れ
た
対
y
U」
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を円町一小

ν

、

次
に
誌
か
い

バ
む
肌
間
的
に
版
行
切
に
れ
る
給
付
に

た
川
川
絡
に
詐
人
さ
れ
る
べ
き
い
サ
制
に
ノ
い
て
、
追
加
的
ド
ド
代
金
主
徴
収
す
る
三
亡
は
、
市
か
に
不
法
明
な
而
格
形
成
と
1

U

弘
前
さ
れ
な

し
か
し

i
η
ら

3
0
1
r
 

－
v

江
げ

v、
ヲ
／

ijU

ホ
ア
ル
が

つ
い
て
お
べ
そ
れ
ゆ
λ
自
明
の
こ
ノ
三
一
し
て
初
め
に
疑
不
さ
れ

宿
泊
料
と
は
叫
に

出
発
い
際
し
「
一
浴
室
清
掃
判
ノ
（
i
を
術
収
す
る
場
告
と
あ
F

一冗

戸
～
の
よ
う
な
場
合
、
と
牛
れ
し
い
相
違
デ
あ
る
と
ヲ
ゐ

締
結
子
数
料
の
く
～
払
い
つ
い
に
は
、

契
約
的
結
け
い
初
出
特
に
認
訓
示
一
れ

C
お
り
、

付
容
的
－
和
h
」
性

小
相

当
：見

成
述
の
ど
お
り
、
何
λ

～
約
締
結
子
役
科
4
4
M
効
と

rる
児
健
一
仏
、

こ
れ
を
奴
完
費
用
の
子
、
担
と
見
た
～
？
え
で
、

批
判
費
用
は
本
ボ
建
治

m
h
J

白
金
庫
が
い
同
扮
d
べ
さ
も
の
と
し
、
こ
の
ー
は
涼
叩
一
を
也
脱
す
る
匁
不
明
心
、

小
相
当
性
を
肯
定
さ
れ

る
と
す
る
。

三
C
七
条

項
一
自
に
基
づ
主

z
d

の
ほ
か
に

院
存
に
か
る
解
約
J
U
M
1
午
に
さ
れ

h
fこ
ド
う

ι
で
も
、
不
問
刊
4

件
い
が
「
甘
さ
れ
ど

3

す
な
わ
九
、
較
客
は

μ

司
却
の
見

寸
の
存
立

γ

ヘド
ι
よ
ツ
し
い
よ
剖
ふ
一
わ
る
一
亡
し
か

約
機
同
町
r
j
数
料
を
山
氏
凡
夫
す
る
が
ゆ
え
に
軒
約
告
知
を
妨
げ
ら
れ
、

ら、

IH
ニ
仲
間
争
が
山
一
也
ι戸
店
れ
f
k

いる、

そ
れ
で
も
蚊
勾
す
九
ば
、

ど
の
主
張
で
あ
る
一
市
場
経
済
に
お
い
て
は
、
商
品
提
供
yi！
こ
で
の
持
品
か
ら
障
さ
な
く
縦
脱

す
る
？
と
デ
亡
き
る
と
い
、
つ
点
い
お
い
＼
消
会
者
の
エ
を
井
容
し
な
け
れ
ば
な
わ
な
い
と

γ
る

つ
】

日目当一副

こ
片
山
い
対
し
て
‘
右
効
説

p

い
お
い
て
は
‘
ま
ず
、

二
一
コ
七
条

す
な
わ
ち
、
契
約
紛
枯
千
数
料
の
間
収
を
禁
止
す
る
法
規
た
官
な
ノ
＼
泌
に
、

r
J
拭
加
し
れ
不
法
ヘ
ド
ド
守
に
お
い
て
、
で
の
術
以
」
三
百
摂
1

」す

羽
口
勺
し
よ
る
が
－
相
当
性
の
推
定
が
働
か
な
い
こ
と
が
指
摘
、
一
心
れ
ど

契
約
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る
法
制
札
止
か
日
間
品
川
さ
れ
る
こ
と
か
ら

た
こ
、
ぇ
契
約
一
締
結
一
T
数
料
に
士
e

応
す
る
給
付
が
な
い

J

一
午
、
J
W

法
規
正
ャ
か
ら
の
逸
脱

は
な
J

ぃ；

ま
た
、
建
法
貯
蓄
の
閉
村
性
を
高
層
づ
れ
は
、
同
λ

む
締
結

F
W押
科
の
縦
収
は
不
日
一
日
中
と
は
い
え
な
い
し
」
三
れ
た
。
す
主
わ
ら
、
契
約

締
結
子
数
料
を
利
H
E
い
組
み
入
れ
る

k
、
恒
別
組
一
詳
の
影
部
門
領
域
に
回
凶
を
有
す
る
費
用
が
胡
客
全
体
い
し
体
ほ
さ
れ
、
契
約
に
中
主
右

ド
ル
入
自
が
H
’
担
を
被
る

刀
、
契
約
か
ら
J
ヂ
践
に
説
似
す
る
担
人
省
内
負
担
が
軽
減
さ
九
ゐ
こ
と
に
な
る

ま
寸ん

都
続
的
な
訴
同
旭
川
先

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

約
内
獲
得
も
ち
は
わ
打
点
訂
正
戸
れ
長
し

実
約
桁
結
千
数
料
の
不
一
ほ
還
じ
よ
る
け
十
印
則
前
約
の
古
川
は

貸
叶
資
金
内
確
保
じ

三三
c, ,_ 

そ
れ

長
引
先
刊
千
ハ
へ
の
拘
束
は
込
給
法
百
九
の
間
以
皮
ま
で
許
主
き
れ
る
は
ず

cv市
り

な
研
一
泊
費
V
H
m
u
切
に
ゼ

一立

f
る
も
の
と
あ
る

け
市
～
持
主
人
約
LT説
地
税
ず
ミ
り
能
札
が
？
？
え
ら
れ
る
で
、
な
の
か
明
ら
か
で
な
L

制
客
が

こ
れ
ヘ
の
こ
と
か
ち
、
誌
、
世
知
世
金
百
は

J
3
 

契
約
締
結
子
教
科
に
よ
っ
て
被
る
小
科
技
と
、
少
な
く
と
1

勺
同
等
の
利
益
を
有
し
に
い
る
と
さ
れ
た
り

首
主
二
利
平

還
邦
通
常
裁
判
所
第

一
一
民
事
τ北
一
一
。
一

O
年
一
一
月
七
日
判
決

右
心
一
で
つ
な
議
論
の
M
乱
闘
を
踏
ま
え
ず

一
民
事
部
は

。
一
一
心
可

月
十
い
け
の
判
決
（
担
わ
こ
N
H
∞
メ
窓
口
〕
に

B
G
H第

お
い
－

L

契
約
締
紀
子
数
料
の
付
幼
牲
に
つ
い
て
判
断
を
ト
I

J

へん

つ
づ
い
て
、
そ
の
判
凶
円
安
紹
介
す
ゐ
と
と
も
に
、
従
散
の
議
論
ピ

日
較
し
丈
本
判
決
の
ロ
ム
一
を
簡
単
に
述
べ
る

判
己
円

l 

駐
留
官
庁
に
上
る
間
四
川
と
の
羽
伝

ま
ず
、
直
一
邦
金
融
骨
rm
野
庁
～

2
c初
制
さ
れ
て
い
る
か
す
り
と
い
コ
て
、
契
約
締
結
手
殺
が
い
が
約
百
周
制
を
丸
れ
る
こ
と
ほ
な
い
と
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さ
れ
た
ニ
非
規
制
対
象
作
を
完
走
す
る
近
時
の
決
判
例
と
対
止
い
て
、
市
辻
邦
人
rμ

融
性
七
寸
が
今
日
で
は
認
均
締
結
手
段
料
を
日
可
的
立

要
条
件
；
一
三
、
い
な
い
土
と
キ
お
摘
す
る

許
叶
手
れ
た
価
格
が
、

異
な
る
川
格
の
ん
け
意
を
証
効
と
す
る
も
の
で
は
な
い
ミ
ピ

ま

J

も、

ι
山
「
門
さ
れ
ど

つ
】

透
ぺ
吟
刊
の
校
講

～Uσ 

リ
例
力
投
持
な
｛
疋
式
4
し
ん
が
い
、
一
逮
司
件
力
要
詰
は
、
副
制
約
相
子
方
円
権
利
義
務
お
よ
び
従
前
崎
京
利
掃
を
、
ご
さ
る
混
h

け
礼

ぽ
か
っ

b
か
り
口
、
せ
く
記
述
す
乙
こ
い
一
い
は
さ
る
と
し
七
z
契
約
締
結

7
数
料
は
、
こ
れ
ら
の
嬰
求
を
究
七
す
と
す
る
一

ご

［

：

イ

リ

J

j
i
i
x
1
 

て
、
」
り
ー
品
皮
の
市
場
を
明
性
の
作
山
山
ヤ
計
MH茶
般
の
問
問
一
川
、
文
弘
主
務
の
法
的
性
去
の
明
確
化
は
、

必
要
な
し
も
の
と
し
に

つ, 

規
制
対
象
性

転
判
次
も

しに
J
、
の
判
例
じ
は
凡
い

契
約
締
託
子
魚
料
が
げ
叫
ん
い

J

に
共
J

パJ

／
、
総
判
じ
っ
、
こ
の
対
価
で
あ
る
か
を
基
準
と
ギ
、

規
制
計
五
氷
杜
い
を
判
附
し
て
ド
る
2

で
レ
＼
こ
の
判
断
茶
吋
阜
の
も
と
で
、
児
約
怖
給
手
数
料
収
人
、
価
に
あ
た
る
か
を
、

説
的
に
確
定

す
る

F

～
と
は
で
き
な
い
と
「
る

引
け
＼
内
R
i
に
で
ブ
〆
ヨ
、
J

と
結
ヴ
つ
い
た
建
糸
町
諮
問
体
へ
の
川
人
の
た
め
の
「
人
場
料

と
d

て
解
釈
す
る
余
地

η
あ
る
レ
仁
す

る
。
述
築
計
蓄
九
時
は
、
況
に
契
約
約
結
時
点

c頼
宥
い
ず
フ
ン
ヨ
／
を
認
併
し
に
い
る
の
で
、

吋
相
客
い
か
ご
の
オ
ブ
ン
コ
つ
ン
ま
事
後
に

fL慢
ず
る
か
台
小
に
か
か
わ
れ
な
く
千
数
料
が
敵
収
さ
れ
る
こ
と
は

ニ
の
前
釈
を
一
一
げ
な
い
。
も
っ
し
乙
丸

コ
ヮ
、
ン
司
ン
の
可
札

仙
川
が
給
付
U
J
あ
る
と
し
て
も

契
約
約
結
子
数
料
を
恒
川

μ
ご
の
給
付
内
対
価
と
す
る
ご
と
に
つ
い
て

九
ら
な
る
子
批
か
り
が
火
け

て
お
り
、

4
の
断
晶
、
は
必
扶
的
で
は
な
｝
、
ど
し
た
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虫
ん
ご
、

i

：
 
封、化
1

的
な
お
町
村
刊
の
お
側
三
午
、
税
収
さ
計
て
い
る
の
P

は
な
い
と
の
解
釈
も
、

新
加
顧
客
の
継
続
的
士
約
誠
一
は
、

契
約
に
茶
づ
い
て
隠
行
ー
u

な
け
れ
ば
な

販
売
昔
、
戸
川
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、

契
約
誌
が
子
数
料
は
、

パ円
414
に
是
訳
す
る

F

と
H

？
で
き
る
－
一
す
る

墳品点、
＼ 

よ
F
h
町
に
是
認
J
1

ノブ匂

？
？
い
建
築
貯
諮
ム
ム
庫
の
給
汗
で
は
な
川

B
G
B
＝一、〉五
f
L

化未

が
湯
川
さ
れ
る
と
ず
る
。

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

、
炉
心
カ
ご
さ

7
2
一
つ
の
解
釈
円
能
祉
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
汽
月
円
地
準
則

ぞ
れ
し
ょ
九
イ
品
、

契
約
布
相
手
数
料
が
給
’
へ
い
の
対
郁
C
あ
る
か
へ
U
か
い
増
す
る
ほ
狂
わ
し
き
は
、

使
用
百
九
ん
る
速
長
持
蕃
人
号
車
内
f

吋
刊
に
働
く

L 
l 

条
市
明
を
荒
川
判
に
強
気
な
い

W
J憎
ん
い
意
と
せ
ず

方
、
什
桃
川
内
可
能
性
を
開
く

こ
と
か
ら
、
第
二
の
惇
瓶
、
が
、
一
一
零
に
1
Y

一
っ
て
よ
り
ム
甘
私
な
解
釈
と
し
て
変
当
ず
之
介
し
と
＝

4 

畑
中
「
件

し
か
し
な
が
－
り

B
G
H
は

版
元
佐
川
山
に
の
転
符
＼
の
剖
、
一

J

は
、
任
直
法
の

ALE的
基
本
単
位
を
逸
脱
｝

d

な
い
も
の
と
さ
れ
ん
一

区
μ
什
ぷ
対
し
て
法
的
説
務
を
汁
ヘ
一
ご
い
る
わ
け
で
は
な
い

ま

法
第
貯
蓄
の
件
怖
を
青
山
山
し
に

契
約
締
結
子
牧
泣
い
の
ボ
相
当
性
を
十
円
定
し
た
υ

建
築
貯
H
4
丈
日
正
原
は
特
別

士
対
叫
川
ι
玉
川
ポ
レ
う
ゐ
ご
〆
一
一
、
あ
く
新
鋭
時
容
を
勧
誘
す
る

F

と
に
つ
い
て
、

女
に
ぜ
入
h

祈
規
転
一
存
と
の
取
引
が
、
円
也
込
貯
蓄
阿
休
の
直
接
的
な
利
誌
に
ま
で
》
る
z

1

u

た
が
っ
て
、

ま
炉
、
建
築
貯
会
に
じ
い
て
は
、

建
築
町
蓄
ノ
坂
出
坪
は
、
契
約
締
結
干
w
鋭
利
を
J
h
u

－
－
て
窓
謂
い
充
て
ら
れ
る
泊
討
に
よ
り
、

jし
レ〉

集
団
的
L
A
判
益
を
ム
州
議

L
戸
下
い
る
コ

γ・
'' 

の
こ
と
か
旬
、
川
越
顧
客
列
討
議
賛
同
明
を
祈
規
加
入
計
い
負
担
さ
せ
る
二
と
は
、
建
築
山
蓄
の
法
律
上
の
指
専
形
象
に
反
し
な
い
し
乙

L

え一コ↓一

z
i
L
j
b
 

R
じ
日
一
つ
七
条

当
な
小
れ
パ
吋
A
M

一
被
ら
な
い
と
し
た

出
掛
一
丈
の
も
と
で
内
科
掃
除
長
に
お
い
て
‘
宇
山
川
堺
約
時
内
大
込
還
を
考
」
一
し
て
も
、

顧
客
は
古
和

昨ふ吋
γ
よ
↓
れ
は
、

奴
充
再
円
相
を
契
約
一
姉
粘
時
h

特
別
な
一
十
数
料
に
よ
っ
て
百
足
す
る
ご
と
は
、
建

条
柄
引
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第
一
貯

f

告
の

ω体
七
に
ム
ロ
ー
d
f
る
2

で
、
つ
寸
る
こ
こ
で
、

小
力
で
門
述
拭
入
貯
市
川
ザ
A
L庫
に
一
つ
て
は
、

現
在
の
収
烹
状
況
に
か
か
わ
っ
ず
宏

｛た
1

｝
た
新
却
は
引
の
と
め
の

山
人
者
の
負
七
J

に
お
い

L

短
間
的
ド
日
「
し
の
利
益
を
最
適
化
す
ゐ

」
と
が
保
こ
F
戸一
h
f

た
仰
に
版
烹
泊
誌
を
制
限
ず
る
こ
と
が
、
魅
力
怖
で
ん
怖
く
な
る
n

地
刀
工
、
契
約
別
問
に
と
十
U
5
一
れ
な
い
明
、
約
締
結
手
数
料
は
、

な
社
川
前
契
約
の
獲
得
を
、
A

で
い
山
人
半
引
い
か
ヘ
契
約
川
町
川
結
院
に
心
地
疋
手
九
た
泊
金
頭
一
内
町
y
h

山
知
山
ら
そ
れ
ー
、
心
仁
る
円
）

に
心
仁
亡
し

γ等
い
え

え
る
こ

2
を
、
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
口
こ
れ
に
刻
し
て
、
利
息
に
よ
コ
て
契
約
問
問
ぷ
応
じ
て
菅
川
を
点
り
当
て
る
な
ら
、
法
、
問
山
体

内
向
ハ
山
自
に
お
い
て

史
的
を
早
期
一
ド
終

f
L

川判リハヂ
γ
ニ
ゼ
け

l

J

ん
｝
日
J

ソ
ピ

l
l
J
司

一

v

よ
り
世
な
い
吾
乏
し
か
提
慢
し
て
い
な
い
都
心
刊
だ
け
が

る
こ
と
に
な
る
一
で
の
よ
う
在

q
牧
の
新
人
川
心
ヨ
的
に
反

f
る
例
別
れ
ほ
は
、
久
木
町
ハ
山
小
畑
中
井
牲
を
恭
礎
付
け
な
い
と
し
た

本
判
決
の
主
義

太子川円山げ山｝円お
i
v
プ

B
G
H
は
、
製
約
締
結
丁
数
什
引
を
契
約
締
結
て
れ

C
げ
い
の
対
川
と
づ
る
見
前
十
、
漠
然
と
全
休
桁
格
の
ー
刊
で

あ
る
と
す
る
足
前
な
［
一
、

りU
，
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る

同
一
的
な
い
と
銭
支
払
表
取
刊
の
規
制
対
象
性
を
じ
｛
手
三
る
－
J

刑
法
？
絞
ら
ん
ゆ
か
っ

」λ

v
y

こ
れ
た
、
の
論
注
、
か
豆
一
つ
向
か
ち
汗
た
さ
九
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

士
1
0

ム～

／
ベ
J
d
h
J
M
H
A

検
す
る
問
題
点
字
一
共
有
工
人
判

断
で
あ
る
か
も
平
明
で
あ
る
三
一

v

主
人
J

、
凶
休
明
入
な

γr貸
付
オ
プ
シ
ョ
ン
の
対
川
と
1

J

L

規
制
ハ
川
家
作
を
戸
｛
た
す
る
一
一
と
も
な
く
、

小
切
梓
準
則
を
へ
わ

L
て
て
は
あ
る
デ
、
初
制
対
象
月
を
け
た
て

L
、ナれ
k
？ム「

1
判
断
の
レ
ベ
凡
に
、
b
い
こ
、
枠
内
染
貯
占
契
約
の
注
時
り
を
考

思
L
た
処
対
L
Z
到
コ
て
い
る
。
こ
の
こ
し
fλ
川
、
規
制
什
対
象
凡
の

L
ベ
ル
C
認
約
料
結
手
段
判
引
を
有
効
と
す
る
見
鮮
が
い
ー
か
了
人
民
土
の

議
論
と
、

出
州
を
出
し
て
い
る
。

こ
H
ら
内
処
川
岐
に
よ
り
、
本
州
叶
ム
下
山
内
Mr税
距
離
は
、
出
悼
の
で
以
之
さ
れ
ど
お
の
と
な
っ
て
い
る
コ
誌
な
わ
色
、

受
約
約
結
千
数
料
は

販
売
費
削
の
柏
村
で
あ
る
と
し
七
、
？
λ
ι

建
抗
貯
蓄

μ
お
い
て
は
新
規
顧
客
の
療
行
か
全
知
！
ヘ
告
の
私
詩

γ立
す
る
こ
と
カ
ノ
、

f
U
U
T
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の
よ
う
な
転
嫁
が
止
与
し
に

F
れ
る
／
一

γつ
の
が
、

一
回
休
刊
を
売
す
ふ

ぷ
判
決
の
混
U
H
C
Jの
る
つ
と
の
こ
1
0

一は

他
の
契
約
類
型
に

お
い
一
弘
も
取
先
立
μ
に
の
転
械
が
T
I
P

－
化
さ
れ
る
と
と
や
、

そ
の
悦
の
費
日
に
つ
い

f
n
転
嫁
カ
正
当
化
さ
れ
ゐ
ご
片
手
苦
味
三
u
い

も
っ
と
ら
、
こ
の

J
う
な

B
G
H
の
帆
一
理
ド
ア
、
記
切
で
あ
る
か
に
つ
い
一
ー
は
、

っ
z
f
t
ゐ
n

c

j

う
乃
よ
、

π片
口
町

d

h

γ

r

f

＋

いじ

G
H
H叫
ん
、
契
約
v
川
結

子
以
外
の
丸
制
一
対
象
内
を
け
円
｛
花
守
る
に
際

L

徴
収
し
た
科
金
が
均
売
雲
市
に
充
に
わ
れ
と
い
る
と
い
、
っ
事
情
を
考
窓

L
に
い
る
か
ら

さ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
考
点
目
に
対
し
て
は

一
此
印
止
の
よ
う
に
従
止
か
ら
批
判
が
見
ら
れ
ん
と
こ
ろ
と
あ
り

本
判
況
に
対

L
て
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h
批
ー
が
存
在
す
る

ん
弔
問
章

お
わ
り
に

ハ
札
活

型
早
ま
で
の
議
論
の
巾
山
）
一
あ
っ

f
の
は
、

du制
汁
象
川
内
の
田
川
胞
で
あ
る
と
い
J

て
よ
＼

J

不
透
明
作
を
十
内
定

T
る
占
ん
ふ
と
は
よ
方

グ）

致
ふ
兎
て
い
に
の
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
仁
つ
い
て
ほ
、
有
効
説
の
内
部
で
も
波
数
の
与
、
λ
方
が
ん
什
す
1

〕た

J
5説
内
対
程
距
離

を
考
慮
）
て
づ
開
請
状
況
士
設
現
す
る
と
、
次
の
こ
お
り
で
あ
る
）

I]) 

ま
ず
、
「
法
律
ト
の
義
務
の
履
行
ゃ
日
己
の
利
誌
の
た
め
の
舌
動
に
つ
い
て
い4

似

」
q
h
$
hれ
iv
つ

対
応
寸
ゐ
鈴
村
な
さ
対
川
川
を

要
求
す
る

と
は
司
さ
れ
な
い
一
と
い
う
斗
叫
準
則
を
p

別
援
と
し

C

注
M
A
4

昨
蓄
契
約
に
J

り
け
る
契
約
給
拍
手
数
料
の
規
制
対
象
注
を

一計
M
川
す
る
と
ら
位
、
射
程
距
離
の
買
な
る
複
数
の
見
解
が
見
出
さ
れ
る
。

時
前
に
、
契
約
一
一
一
粘
そ
れ
円
体
内
い
け
継
と
し
て
、
規
悦
対
象
性
を
〈
U
1
↓
止
す
る
い
ん
鮮
で
あ
る
コ
こ
の
え
前
に
よ
る
と
、
珪
築
貯
苦
契
約

じ
お
け
る
製

J
W
h弘
子
数
叫
け
じ
と
千
ま
ら

γ、
｜
｜
締
約
冶
切
が
行
在
す
る
の
で
な
い
浪
り
｜
｜
あ
ら
ゆ
る
廷
判
も
お
い
て
謎
w
m
h

結
の
対
何
十
Y

一1
一
て
の
図
的
主
金
銭
＋
ぇ
志
気
務
が
、
規
制
対
象
と
な
コ
な
い
三
と

h
f
司令一
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j常

に
、
い
yf一
す
〆
な
ん
人
町
村
Jγ
制
別
に
特
記
す
る
こ
と
な
’
＼
契
約
締
結
子
教
科
会
全
体
価
格
の
部
で
あ
る
と
「
る
兎
鮮
に
よ
っ
て

J
W
、
千
円
足
時
ん
の

に
τ
る
τ
寸

2

な
わ
ち
こ
の
見
解
に

Z
れ
は
契
約
締
結
時
の

4
的
な
金
残
立
払
義
務
も
、
そ
の
飽
の
川
辺
他
y
h
t

も
に
、
主
体
と
し
て
約
款
使
弔
者
側
の
給
%
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
評
町

5
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
副
埋
は
、
法
仰
が
札
貯

リ
台
契
利
に
以
ら
ず
妥
当
す
る
。

第
三
に
、
川
山
体
民
入
内
対
ィ
悼
と
し
て
、

契
約
締
結
手
数
料
力
税
制
対
象
性
会
一
軒
先
ず
る
見
解
日
、
あ
る
い

一
円
見
解

μ
tれ
、
法
、
前

一
点
と
冗
な
れ
ノ
川
淀
川
町
尚
一
什
初
日
町
内

凶
的
な
ム
ム
叫
氏
支
払
義
務
内
規
制
対
象
住
を
汗
烹
し
四
川
る
の
は
、
川
崎
淀
貯
蓄
廷
判
と
同
様
に
凶
体
性
を

自
定
し
得
る
H
Fノ
約
に
似
ら
れ
て
く
る

議
昌
の
巾
に
は
、

「
峠
山
田
山
民
貸
結
ヤ
金
銭
河
投
資
行
と
い
っ
と
契
約
三

J

い
て
ま
で
、

な
金
銭
支
払
義
務
を
認
め
と
で
さ
と
は
九
か
い
」
と
の
寺
属
託
行
う
も
の
カ
／
す
だ
し
た
っ

市
川
凶
に
、
契
約
締
結
千
数
川
げ
の
け
何
性
を
否
定
し
、
菅
照
一
転
嫁
匁
不
明
L
r
p
L
J
t
相
当
性
審
査
！
円
か
げ
る
礼
解
が
あ
る
つ

B
G
H
は、

明
昨
平
則
を
介
し
て
で
は
あ
る
が

こ
の
児
院
を
採
用
す
る
一
そ
こ
で
は
、
恋
人
世
貯
盃
の
什
組
み
か
ら
阪
充
費
用
の
顧
客
へ
の
一
抑
制
械
が

E
1
1
仁
、

v

J

干一十

7
う

ー

t

1
こ
に
円

z
r
U
1
2

句

他
山
凶
体
叩
入
刊
の
契
約
じ
お
い
J

J

U

山村一
J

つ
じ
円
持
の
判
断
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
も
っ
て
も

U
T
d
M
川
札
い
の
印
刷
に
際
し
て
、
白
川
い

F
れ
た
契
約
松
川
沿
手
数
料
の
使
途
か
ら
、

阪
究
費
用
の
転
嫁
〆
一
工
、
竹
員
決
定
し
ご
よ
い
か
に
つ
き

問
題
FJあ
る
ミ
ピ
は
、

既
に
注
べ
た
ど
お
り
で
あ
る
一

lつl
i】

こ
れ
に
対
し
て
、
市
場
開
制
連
ア
プ
ロ
ー
チ
を
J

斗
滑
ず
る
な
ら
ば
、
約
款
弔
意
H
え
に
お
け
る
記
載
の
あ
り
む
や
負
担
の
生
じ
る
け

矧
な
と
か
旬
、
平
均
均
朝
一
昨
件
け
の
契
約
約
結
刻
一
刊
に
組
み
入
れ
い
り
れ
乙
い
る
沼
山
り
、
山
幸
町
時
間
担
を
疋
め
る
条
羽
は
税
引
汁
象
い
な
り
な
い

こ
と
ぷ
な
る
c

法
淀
貯
菩
史
料
ト
お
け
る
契
約
締
結
手
数
料
は

札
白
木
的
に
ご
め
ぷ
ス
｝
を
パ
ス

γ
る
も
の
と
一
計
川
附
さ
れ
て
い
る
ー
川
明
九

約
内
定
行
段
一
斉
に
打
い
て
半
徒
約
一
ド
課
さ
れ
る
へ
し
山
氏
支
払
と
冗
な
り
、

契
約
約
結
時
じ
徴
収
さ
れ
る
子
数
料
じ
っ
一
い
亡
は
、

他
の
も
の

コJ
L
て
も
同
様
の
判
制
が
き
恥
ヤ
オ
い
も
の
と
考
、
そ
ノ
れ
る
＝

じ説
的
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も
っ
と
も
だ
価
ド
の
旬
結
に
闘
す

の
関
係
者
し
と
う
ね

λ
る
つ
μ
に
ぶ
つ
で
、
こ
の
評
価
の
対
狩
距
慨
は
変
わ
っ
て
く
る

市
防
関
連

γ
プ
口
、
ゴ
を
、
契
約
関
述
ア
プ
口
、
イ
」
を
一
雨
対
「
る
も
の
と
し
て
位
指
付
け
る
な
ら
ゴ
、
建
築
貯
f

帝
れ
人
約
に
お
け
る
契
勾

締
結
千
数
料
は
、
対
応
す
る
MhFぺ
し
の
＋
何
年
に
一
小
か
わ
」
門

Jγ
、
規
制
汁
象
に
な
ら
な
い
。
昔
、
同
に
、
速
約
十
貯
蓄
認
約
を
お
え
亡
、
契
約
給

結
時
に
支
払
わ
れ
る
図
的
な
金
銭
給
付
の
事
ノ
＼
は
、
セ
の
行
社
が
明
確
化
ヌ
れ
に
い
る
限
切
、
規
制
対
象
に
な
い
円
な
い
一
～
と
に
な
ろ

ぅ
。
結
論
と

L
て
は
、
夕
、
約
諦
付
そ
れ
討
体
内
対
低
円
規
制
対
象
性
を
広
く
人
i
t
一9
L
見
解
に
近
い
（
こ
九
ド
対

L
て
、
対
依
叶
！
を
郎

ア f ノ位指貯蓄担iii ：おけるき~ii＇！析結コニ紋料LよJjるI町下手世相l

提
と
し
て
市
旭
川
機
能
？
ス

i
を
行
う
な
ら
ば
、
恐
徒
庁
品
副
主
J

ね
に
お
け
る
認
約
紛
結
手
以
料
の
非
説
明
刻
品
川
本
刊
は
、
対
併
叫
1
h
y

一
目
す
る

も
の
ご
あ
っ
て
も
他
の
金
銭
f

又
払
条
項
い
は
自
ち
に
足
以
な
い
て
と
に
な
と

伐
さ
れ
た
課
題

太
子
悶
で
山
小
川
上
げ
七
議
誌
は
、

ν
イ

y
に
お
い
て
も
、
契
約
締
結
刊
の
図
的
な
金
読
ん
人
払
義
務
円
規
制
と
い
う
問
題
の
一
部
で

L

皆
殺
貯
誓
契
約
じ
悶
「
る
人
献
に
お
い
て
悶
互
作
カ
応
出
制
さ
れ
て
ド
る
問
習
い
ド
限

J

か
な
い

〆J

i'i 
j止 E寺
:<)J '.') 
['lj 卜

断級
日守

ソー 袋ト

I' ~＇！. 
y '" じ 日

わ例
亡 L
いお
るκJい

主坤一
π消
費
安
倍
児
約
ド
ド
お
け
る
一
目
的
な
申
請
佐
周
一
利

戸、
4、

余
波
消
費
貸
借
に
お
け
る
貸
付
金
…
交
付
に
際

ν

に
の
々
折
口
煩
か
ら
の
割
引

ま
た
、
牧
川
内
に
ぷ

は
、
原
則
と
に
て

M
T
J
幻
が
早
期
に
終
〆
」
し
み
に
均
台
い
品
川
干
に
也
還
し
な
け
れ
ば
な
句
主
い
の
一
｝
の
返
辺
義
務
は

利
息
の
前
払
亡
あ
り

に
よ
っ
て

一

ι一

刻
述
L

句
る
司
剖
口
と
し
て
伊
直
つ
け
b
こ
と
が
で
き
る
n

と
が
亡
き
な
い
も
の
と
さ
れ
乙
い
る
“
三
の
叶
吋
例
J
3
、

心
よ
f
h
1
3

ノる

t
「
一
，

こ
し
己
乃

A
x
i
f
v
 

問
題
を
含
む
ト
ム
ト

j
tい
ド
イ
ア
法
均
一
検
討
は
、
未
だ
成

L
得
て
い

4
u
n

本
械
の
議
論
に
は

E
本
法
ド
い
も
心
出

C
き
そ
う
な
喪
主
が
存
在
す
る

見

1一
た
と
こ
ろ

川
川
司
王
一
4JF

i

t
（
 

日
体
加
人
川
t

の川いん

ま
「人

約
一
限
っ
て
「
人
一
時
制
い
の
規
制
対
象
牲
を
否
手
？
と
式
訪
号
、

し
伊
し
な
が
ら

人
手
金
に
あ
て
は
め
る
な
と

L

あ
ミ

中
一
一
条
顎
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の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
ド
イ

y
法
の
蒜
論
も
芯
一
目
さ
れ
て
き
た
と
は
い
、
之
、
と

F

一主

E
談
前
一
一
組
ハ
一
J
H
4
」
共
有
し
て
い
る
の
か
疋
か
で

な
い

HrA
法
的
問
越
に

の
議
論
を
査
中
つ
に
山
門
午
、
は
め
る
ご
と
は
拙
速
で
あ
ん
う

日
r
内
法
に
お
け
る
し
似
宗
の
議
論
と
続

Alγ

ヘ
ム
｝

J
一丸、一
L
l
J
J

」J
J

C

〉

t
1
f
f
う
が
レ
し
ι

／
し
一

の
課
題
と
，
な
け
れ
ば
な
ら
ι
J
い

7
1
～
最
刊
早
成
一
八
年
一
司
一

J

一
日
法
定
六
三
五
九
P
J

一
川
一
一
じ
丘
、
同
民
民
六
ヘ
J

Z
戸

L
L
ロハV

－
1

－ぬ
J

丘
、
同
1
l

ん
長
六
コ
吉
山
九
ロ
h

，一
J

〕
一
一

戸
、
何
判
詐
一
ぃ
h
八
ロ
ヱ
、
一
口
、
何
刊
暗
一
九
五
人
男
、
九
頁

一2
一
殻
判
平
成
一
年
一
司
二

E
口
氏
集
±
五
中
村
一
ピ
ワ
ん
ヘ
コ
一
十
い
問
、
結
判
半
ば
一
一
年
七
月
一

u内
同
一
一
八
口
勺
パ
一
ね
リ

Z

J

最
判
平
成
一
年
仁
川
内
百
口
氏
草
六
斗
逆
立
ヨ
J

一
六
九
一
一
口

一
：
例
え
ば
、
更
材
料
長
壊
に
閑
人
一
乙
、
上
た
る
如
、
怖
い
l
u
い
い
判
ず
る
お
し
り
k

泊
f
J
3
1

ニ
れ
ifT
刊
さ
什
の
主
要
ι£

片
的
及
ぴ
恒
治
に
悶
r
y
b
長
珪

ぶ
iu
条
日
）
と
し
て
、
円
、
条
の
逼
弔
を
一
律
に
排
除
ず
す
と
は
何
割
ご
あ
る
ヤ
〕
バ
ν
指
摘
も
あ
の
V

げ
が
夜
正
説
明
判
併
岳
刊
JV

以
一

一
定
七
月
一
五
日
一
ジ
コ
リ
ス

l

直
川
一
弓
一
コ
ー
八
百
円
ご

U

一
一
立
一
三
な
イ
ご
人
、

r主
が
で
で
要
な
低
詔
し
争
づ
、
史
料
件
が
付
除
問
な
前

約
に
店
主
匂
の
か
は
、
明
ム
か
じ
な
い
一

一
一
〉
一
こ
の
問
題
に
悶
r
y
る
ー
ノ
ソ
の
涼
雨
に
コ
ロ
λ
品
、
桑
同
川
丸
「
恒
wm化
問
条
境
内
侍
規
制
、
一
一
三
、
一
｜
｜
v
p
j
uノ
に
お
？
ヘ
一

銀
行
の

F
数
ヤ
条
尽
な
ー
民

7
p心
者
弘
子
宮
手
が
か
り
と
し
と
」
甲
山
罰
法
雑
誌
一
一
ν

お
一
号
一
一
戸
二

O
U
一
干
）
店
五
日
勺
一
仙
刊

同
（
へ
一
コ
ロ
一
一
年

J

が
、
肢
に
詳
誠
九
ふ
り
汁
を
行
ヲ
て
い
る
も
う
t
y

も
そ
こ
で
取
り
l
げ
ら
れ
て
い
け
る
わ
、
生
日
間
は
、
持
U
初
附
子
政
科
お

日
常
平
押
手
数
料
と
い
っ
丈
、
梨
約
力
主
行
さ
れ
ゐ
泡
梓
に
お
い

t
支
払
わ
れ
0
4
4
攻
利
で
あ
る
こ
れ
に
対
し
プ
＼
珂
人
約
繍
靖
川
b
b
r人
払
わ

れ
る
千
数
刈
r
焦
ム
ヲ
合
わ
け
る
占
＼
本
摘
に
も
若
ず
の
新
規
性
が
認
め
ら
れ
よ
、
ー
し

τ
h
～
〉
ロ
〈
由
HAU印
F
H
jロの｝
μρ

凶口同一口
JHのM円、出口山口ユロ
21＼
］

H
E
Z
E
M
h
J
わ回目川町内｝え（
ι
P
H
h
p門店
t
h
p
U（戸山
py
叫
ゴ
〉
叶
白
ロ
回
目
白
日
日
当
日
i

ごい川町巴
N
町同由民間の｝
f

一回勺一二主一一
L
4巾－

r
rと
1
7
2
1
「つ一一旬一吋吋ーガ一司主主勺プー（コ｝じに
Y
N
Zぷ）

2
v
プ『
d
一2Hrω
↓c叫

L
P

シ
「
出
i

出
m
v
L
d
t
（い山〉＝
2
h
N

列
ヌ
日
cezy
刀

ミ

σ：

♀レェーペ】
ι『
社

山

州

〉

一7
～
J
R
接
的
な
濡
格
合
」
む
と
悦
格
伝
活
台
、
込
山
山
区
別
；
J
J

ご
し
辻
、
ア
⑦
一
ハ
－
ス
c
rァ
タ
宅
4
P
C
F
主
三
や
伊
勢
作
い
…

一
氏
議
論
d
快
罰
l
y
p
J

き
、
問
c
n
F
F
E
C
E
R＼
出
片
言
、
宮
内
山
日
E
n
p
i
p
お
凶
〈

r（
戸
川
口
店
、
リ
中
山
（
｝
叶
間
（
引
回
目
白

HW日
攻
苦
肥
川
、

一9

一
契
約
関
連
マ
ブ
ロ
チ
」

5
3
2
w
z
f
N
C胃
5
H
K
W
E
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